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数は,学生が 1回生 ･46名 (58.20/o),2回iL:
55名 (64.7%),3回生 :56名 (69.1%),合計
157名 (64.1%)であり,看護婦が134名 (95.7
0/o)であった｡
2.調 査 期 間
1994年 (平成6年) 7月7Hより7月28日の
期間に調査をおこなった｡







年齢 .惟別 .職歴をご記入ください ｡
年齢 :10代,20代,30代,ヰo代,50代 性別 .乱 女














































































































1回生 2回生 3回生 20代
30代 40代以上日抵抗あL) E3ど

























ともいえない ｣, ｢抵抗なし｣ と薄まるほど増加
した｡看護婦については,｢抵抗あ り｣ とした
人が 4名であったので除外 して検討 したが,
｢どちらともいえない｣ と答えた群に比 して,
｢抵抗なし｣ と答えた群の方が ｢薬物など医療
手段 に重 きをお く｣ とした率が岳かった (図
4)｡
表3 看護学性と看護婦の癌性痔痛のコントローールの可能性についての認識





























ントロー ルは行わず自然にまかせるEZl裁点に対して 撲和を行う3訴え 応じ コント
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1α)%看護学生 g抵抗あL)E3どちらともいえない ロ抵抗なし 看護婦 田
どちらともいえない t)抵抗なし図4 痛件痔痛のコントロールの方法についての認識 (複数回
答)5.癌性痔痛のコン トロールの希望｢もし自
分に癌性痩痛があるとしたら,コントロールを希望す る
か｣ とい う質問に対 しては,回答 した
全員が ｢はい｣ と答えた｡それでは, ｢どの程度コン トロール し
荒川千登世,他 :病性疫病のコントロールと麻薬の使用に関する認識
表4 看護学性と看護婦の癌性疫病のコントロールの希望





















重きをおく薬物など医療的手段に重きをおく 0% 20% 4
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